
▲地域伝統の「お伊勢講」 

▲爪楊枝で手桶づくり 

▲子供会育成会との交流 

▲左から山下昭夫会長、松崎瑞恵さん、原田恵子さん 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,649人（△4） 

　男　　24,596人（△7） 

　女　　28,053人（　3） 

世帯数　22,364　（　8） 
6月1日現在 （　）は前月比 

目指せプロ野球選手 ! 
　野球教室で「まさかり投法」を披露

する村田さん。集まった子どもたちは

プロの技術を前に目を輝かせ、真剣な

表情で取り組んでいました。 

（５／２０　チェスト小鶴ドーム杯 

村田兆治野球教室　P14関連記事） 
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通
の
利
便
が
よ
く
、
自
然
に
恵

ま
れ
た
今
田
自
治
会
。
地
域
外

か
ら
の
転
入
者
も
増
え
、
自
治
会
活

動
も
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
自

治
会
に
は
青
壮
年
部
、
女
性
部
、
長

寿
会
、
子
供
会
育
成
会
を
組
織
。
住

民
の
親
睦
と
融
和
を
図
り
な
が
ら
、

円
滑
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
力
を
合

わ
せ
て
い
ま
す
。 

域
の
活
発
な
活
動
の
ひ
と
つ
、「
今

田
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」。「
市
元

気
な
市
民
づ
く
り
運
動
推
進
計
画
」

を
受
け
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り

や
高
齢
者
の
い
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
に
平
成
十
七
年
六
月
に
設
立
。
女

性
部
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
す
る
こ

の
サ
ロ
ン
は
、
二
カ
月
に
一
度
、
地

域
の
高
齢
者
が
集
う
交
流
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
七
月
は
、
子
供

会
育
成
会
と
の
交
流
会
を
開
催
。
子

ど
も
た
ち
に
昔
の
遊
び
を
体
験
さ
せ

よ
う
と
、
竹
馬
、
竹
と
ん
ぼ
、
お
手

玉
を
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。
大
人
が

教
え
、
子
ど
も
が
学
ぶ
。
い
つ
し
か

大
人
も
子
ど
も
も
夢
中
に
な
っ
て
遊

ぶ
よ
う
に
な
り
、
楽
し
い
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
月
の
食
事

会
で
は
、
小
花
を
生
け
る
手
桶
を
爪

楊
枝
で
作
る
手
芸
を
し
ま
し
た
。
慣

れ
な
い
手
芸
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
完
成
し
た
手
桶
に
花
を
生
け
る

と
み
ん
な
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。 

ロ
ン
は
ス
タ
ッ
フ
十
二
人
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
運
営
。

毎
回
行
う
話
し
合
い
に
は
、
地
域
内

の
保
健
推
進
員
や
食
生
活
改
善
推
進

員
、
と
も
し
び
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ

ー
な
ど
が
参
加
。
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
計
画
で
き
る
の
は
、
地
域
の
人

材
の
お
か
げ
で
す
。 

伊
勢
講
は
地
域
に
伝
わ
る
恒
例

行
事
。
も
と
は
天
照
大
神
を
ま

つ
っ
た
伊
勢
神
宮
に
参
拝
す
る
た
め

の
費
用
を
積
み
立
て
、
く
じ
に
当
た

っ
た
者
を
代
表
者
と
し
て
伊
勢
に
派

遣
す
る
も
の
。
自
治
会
で
は
、
神
宮

へ
の
参
拝
を
や
め
て
か
ら
も
、
毎
年

正
月
の
第
二
日
曜
日
に
公
民
館
に
集

い
、
新
年
会
を
兼
ね
て
こ
の
講
を
開

催
。
昔
か
ら
講
員
の
家
か
ら
焼
酎
、

豆
腐
、
ソ
ー
メ
ン
、
野
菜
な
ど
を
持

ち
寄
り
当
番
で
開
き
、
祭
り
の
後
、

当
番
の
人
は
御
神
体
の
入
っ
た
ム
ロ

と
呼
ぶ
箱
を
次
の
家
に
運
ぶ
と
き
、

大
根
に
四
本
の
箸
を
立
て
た
馬
の
御

神
体
を
持
っ
て
い
き
ま
す
。 

田
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
に
は
盆

相
撲
や
棒
踊
り
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
棒
踊
り
は
踊
り
手
不
足
で
昭
和

六
十
年
を
最
後
に
披
露
さ
れ
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
踊
り
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。「
人
口
が
増
え
つ
つ
あ
る
地
域
、

社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
る
運
営
は
な

か
な
か
大
変
で
す
が
、
地
域
の
伝
統

と
人
材
を
大
切
に
し
、
次
代
に
伝
え

る
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
」 

交 

サ 

今 

お 

地 

　
吹
上
地
域
の
西
側
、
吹
上
地
区

を
形
成
す
る
四
自
治
会
の
ひ
と
つ

今
田
自
治
会
。
平
成
十
九
年
六
月

一
日
現
在
で
、
百
七
十
世
帯
、
三

百
九
十
六
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
地
域
に
は
自
然
が
多
く
残
り
、

商
店
街
や
さ
つ
ま
湖
、
吹
上
浜
に

ほ
ど
近
く
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
便

利
な
地
域
。
利
便
性
と
自
然
環
境

を
生
か
し
た
運
営
に
取
り
組
む
地

域
の
人
口
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。 

社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
　
人
材
と
伝
統
を
生
か
す
活
動
を
展
開 

今
田
自
治
会（
吹
上
地
域
） 

い
ま
　だ 

今田自治会 
（吹上地域） 

江口浜海浜公園埋立完了に伴う 
面積増：0.01㎞2

つ
ま 

よ
う
じ 



〒 

（
宛
先
を
書
く
） 

○
　
○
　
○
　
会
社 

　
　
　
　
　
代
表
責
任
者
殿 

契約解除通知 

【業　者　宛】 【はがきの表】 

法律で設けられているクーリング・オフ制度（表②） 

契約年月日　○年○月○日 

商 品 名　　○○○○○○ 

価　　格　　○○○○○円 

担当者名　　○○　○○ 

上記日付の全ての契約を 
都合により解除します。 

住所　○○○○○ 
氏名　○○○○○　印 

平成○○年○○月○○日 

（契約当事者署名） 

クレジット払いの場合は 
販売店名を記入します。 

　
市
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
は
、

年
間
百
件
近
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
不
当
請
求
や
架
空
請
求
は
減
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
点
検
商
法
や
Ｓ
Ｆ

商
法
な
ど
の
商
法
は
減
っ
て
は
お
ら

ず
、
そ
の
手
口
は
年
々
巧
妙
化
し
、

被
害
者
の
多
く
は
高
齢
者
で
す
。 

　
市
の
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
る
代

表
的
な
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

  
悪
質
商
法
は
減
っ
て
は
い
ま
せ
ん 

　
表
①
に
よ
る
と
近
年
、
日
置
市
を

含
め
県
内
市
町
村
そ
し
て
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
件

数
は
、
平
成
十
六
年
度
を
境
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
原
因
と
し
て
不

当
請
求
や
架
空
請
求
の
件
数
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
す
べ
て
の
事
例
が
悪
質
で
あ

る
と
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
不
当
・

架
空
請
求
を
除
い
た
相
談
件
数
は
減

っ
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
手
口
は
年
々

巧
妙
化
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。 

 

な
ぜ
？
高
齢
者
が
狙
わ
れ
る 

　
平
成
十
八
年
度
は
九
十
六
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
う
ち
点
検
商

法
や
Ｓ
Ｆ
商
法
な
ど
の
訪
問
販
売
が

三
十
八
件
あ
り
、
う
ち
二
十
八
件
は

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。 

　
で
は
、
な
ぜ
高
齢
者
が
狙
わ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
次
の
特
徴
が
見
受

け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。 

①
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
が
付
き
に

く
い 

②
被
害
に
遭
っ
て
も
誰
に
も
相
談
し

な
い 

③
独
居
で
寂
し
く
親
切
に
さ
れ
る
と

断
り
き
れ
な
い 

 

　
多
く
の
場
合
、
家
族
が
訪
問
販
売

の
商
品
や
預
金
通
帳
か
ら
の
引
き
去

り
に
気
が
付
い
て
「
だ
ま
さ
れ
た
の

で
は
」
と
相
談
に
訪
れ
ま
す
。
な
か

に
は
誰
に
も
相
談
で
き
ず
年
月
が
経

過
し
、
契
約
解
除
を
困
難
に
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

　
悪
質
な
事
業
者
は
、
こ
の
よ
う
な

高
齢
者
の
心
理
を
巧
み
に
利
用
し
、

や
さ
し
い
言
葉
や
う
ま
い
話
、
と
き

に
は
不
安
を
あ
お
る
話
で
誘
い
込
む

の
で
す
。
契
約
の
際
に
は
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

①
商
品
が
本
当
に
必
要
で
あ
る
か
。 

②
金
額
は
適
正
で
あ
る
か
。 

　
※
高
額
な
商
品
は
数
社
か
ら
見
積

り
を
取
り
ま
し
ょ
う
。 

　
※
購
入
に
つ
い
て
は
家
族
な
ど
に

相
談
し
、
よ
く
考
え
、
事
業
者

が
家
か
ら
帰
ら
な
い
場
合
は
警

察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。 

　
※
月
々
の
返
済
は
少
額
で
す
が
、

支
払
い
が
長
期
に
わ
た
る
割
賦

販
売
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
契
約
を

勧
め
ら
れ
た
場
合
、
将
来
の
支

払
い
の
見
通
し
を
立
て
、
安
易

に
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。 

 

ご
存
知
で
す
か
。 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度 

　「
だ
ま
さ
れ
た
わ
た
し
が
悪
か
っ
た
」

と
泣
き
寝
入
り
す
る
前
に
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
利
用
し
、
契
約

を
解
除
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
消
費
者

が
い
っ
た
ん
申
し
込
み
や
契
約
を
し

た
場
合
で
も
、
契
約
の
内
容
を
明
ら

か
に
し
た
書
面
の
交
付
を
受
け
た
日

か
ら
一
定
期
間
（
表
②
）
は
、
消
費

者
に
よ
く
考
え
る
時
間
を
与
え
、
必

要
な
い
と
考
え
た
場
合
に
は
、
消
費

者
側
か
ら
の
一
方
的
な
申
し
込
み
の

撤
回
や
契
約
の
解
除
を
認
め
る
制
度

で
す
（
た
だ
し
原
則
と
し
て
、
店
舗

販
売
や
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）。 

　
た
と
え
一
定
期
間
を
過
ぎ
て
い
て

も
、
事
業
者
が
嘘
を
言
っ
た
り
脅
し

た
り
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
誤
解
し

た
り
恐
く
な
っ
て
契
約
に
至
っ
た
場

合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
簡
単
に
あ
き

ら
め
な
い
こ
と
が
肝
心
で
す
。 

 7
月
１
日
か
ら 

相
談
員
を
設
置
し
ま
す 

　
こ
れ
ま
で
市
の
消
費
生
活
問
題
の

概
要
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
生
活
を
巡

る
ト
ラ
ブ
ル
が
、
わ
た
し
た
ち
の
身

近
な
日
常
生
活
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い

ま
す
。 

　
市
で
は
こ
う
し
た
年
々
複
雑
巧
妙

化
す
る
消
費
生
活
相
談
に
対
応
す
る

た
め
、
七
月
一
日
か
ら
本
庁
商
工
観

光
課
に
消
費
生
活
相
談
員
を
設
置
し

ま
す
。
内
容
が
複
雑
な
相
談
事
例
に

も
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
な
が
ら
問
題
解
決
に
当
た
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
今
後
は
今
ま
で
以
上

に
高
齢
者
学
級
な
ど
で
消
費
生
活
講

座
を
開
催
し
、
消
費
生
活
に
つ
い
て

の
基
礎
知
識
の
普
及
や
消
費
者
被
害

の
未
然
防
止
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

家
族
な
ど
身
近
な
人
に
相
談
す
る
こ

と
が
解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
。 

あなたが狙われています あなたが狙われています あなたが狙われています 
―年々巧妙化する悪質商法― 

点検商法 点検し、不安をあおって契約を急がせる 催眠商法（SF商法） 

① 市町村受付分 

② 県消費生活センター受付分 

③ ②のうち不当・架空請求 

④ ②のうち日置市分 

⑤ 日置市相談窓口受付分 

10,651 

10,600 

不明   

419 

50

18,604 

18,355 

9,156 

820 

90

38,538 

19,503 

11,200 

785 

148

26,502 

12,380 

3,999 

478 

104

21,766 

10,101 

2,304 

407 

96

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 

消費生活相談の件数（表①） 

■
消
費
生
活
相
談
員
を
設
置
し
ま
し
た
。 

○
　
相
談
窓
口
　
本
庁
商
工
観
光
課 

○
　
相
談
員
の
設
置
日
時 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日（
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日
）８
時
30
分
〜
17
時
ま
で 

※
　
火
・
木
曜
日
も
窓
口
は
開
設
。
ま
た
各
支
所
地
域
振
興
課
で
も
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

※
　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
本
庁
商
工
観
光
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
課
ま
で
事
前
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

●必ず両面ともコピーをして保管しましょう。 
●配達記録郵便、簡易書留または内容証明郵便で出しましょう。 
●クーリング・オフの効果は、期間内に書面を発送すれば発生し 
　ます。相手に届いていなくても有効です。 
●クレジット払いの場合も同様にクレジット会社に出します。 

※上記以外にもマルチ販売・現物まがい取引・海外先物取引・宅地建
物取引・ゴルフ会員権・投資顧問契約・保険契約・特定継続的役務
取引（エステティック、外国語会話教室、学習塾、家庭教師派遣、パソ
コン教室、結婚相手紹介サービス）・割賦販売（店舗外でのクレジット
契約）についても、クーリング・オフ制度があります。 

訪問販売 
催眠商法 
（SF商法） 
も含む。　 

電話勧誘 
販　　売 

適用対象 期　　間 

店舗外での指定商品・権
利・役務の取引（3,000
円未満の現金取引を除
く。） 

法定の契約書面を受領し
てから８日間 

電話勧誘による指定商品・
権利・役務の取引 

法定の契約書面を受領し
てから８日間 

浄
水
器
を 

つ
け
な
き
ゃ 

大
変
だ
！！
 

水
道
課
か
ら 

頼
ま
れ
て 

水
質
検
査
に 

き
ま
し
た
！ 

こ
の
辺
の 

水
道
水 

汚
れ
が
ひ
ど
い 

ん
で
す
よ 水

質
検
査
？ 

す
ぐ
そ
こ
で 

サ
ラ
ダ
油
や
卵
を 

タ
ダ
で
配
っ
て
ま
す
よ 

サ
ラ
ダ
油 

欲
し
い
方 

手
を
あ
げ
て
！ 

こ
ん
な
高
い
も
の 

買
っ
ち
ゃ
っ
た 

ど
う
し
よ
う 

次
は
腰
痛 

に
効
く 

磁
気
ふ
と
ん 

セ
ッ
ト
だ
よ
！ 

こ
ん
な 

汚
い
水
を 

飲
ん
で
た
ん 

で
す
よ
！ 

■水道課が個人宅の水質検査をすることはありません。 
　水道課や保健所から来ましたなどと言ってきた場合は、「役所
に電話して確かめる」と言ってみましょう。 

■試薬で水を変色させ、あたかも汚れているかのように不安をあおるが、
色が変わるのは汚れと関係はありません。 

■高額な浄水器をすぐに取り付け、断りにくくすることがあります。 
■水道課では常に水質管理を徹底し、安全・安心な水を提供しています。 
※上記以外にも、強引な屋根工事や床下換気扇を取り付けたり様々な商法
があり、注意が必要です。 

■無料の商品をもらっているうち、雰囲気に乗せられ、高額なふと
んなどを買わされてしまいます。 

■契約するまで帰してもらえないこともあります。 
■タダほど高いものはありません。 
　被害にあわないためには、安易について行かないように。 
■事業者の雰囲気に飲まれず、「いらない」と思ったらきっぱりと断り、その場
から立ち去りましょう。 

！ ここが ポイント 
ここが 
ポイント 

！ ここが ポイント 
ここが 
ポイント 

「無料、プレゼント！」につられ、買ってしまった… 
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

本
庁
商
工
観
光
課 

東
市
来
支
所
地
域
振
興
課 

℡
２
７
３
―
２
１
１
１ 

℡
２
７
４
―
２
１
１
１ 

日
吉
支
所
地
域
振
興
課 

吹
上
支
所
地
域
振
興
課 

℡
２
９
２
―
２
１
１
１ 

℡
２
９
６
―
２
１
１
１ 



消　防 
だより 

日置市消防本部 
要注意!

2007年度全国統一防火標語 

・水を用意して大人と一緒に遊びましょう。 
・風の強い日はやめましょう。 
・人や家に向けないようにしましょう。 
・燃えやすいものがある場所で遊ばないようにしましょう。 
・後始末はちゃんとしましょう。 

※花火の上手な遊び方※ 

　国の三大砂丘である吹上浜。管内に面する白砂
青松の雄大な東シナ海も、時として尊い人命を奪
うこともあります。日置市管内で今年になって、
海難事故が既に３件発生しています。次のことに
注意して楽しい夏にしましょう。 
★プール、海では子供から目を離さない。 
★遊泳禁止区域では絶対遊ばせない。 
★子供だけで川や池に行かせない。 
★水に入る前に準備運動をする。 
★魚釣り等の場合も救命胴衣を着用する。 
☆もしおぼれたら浮き輪などの道具を使って助ける。
身一つで飛び込むと、おぼれた人がしがみついて
二人ともおぼ
れる危険があ
ります。呼吸
が弱いなど異
常がある場合
はすぐに救急
車を呼ぶ。 

　5月 15日に署内救助大会が行われました。日ご
ろの訓練の成果を十分に発揮し、引揚救助１チーム、
ロープブリッジ救出１チーム、ほふく救出１チー
ムが、6月1日に東市来の鹿児島県消防学校で行わ
れた鹿児島県救助技術指導会に参加しました。こ
れからも市民の生命・財産を守るため日ごろの訓
練を怠らず精進していきたいと思います。 

　悪質訪問販売によるトラブルが増えてきています。
正しい知識を持ち、毅然とした態度で対応しまし
ょう。適正な方法で早めに設置することもひとつ
の防止策です。 

　梅雨の時期に入り、大雨が予想されます。

万が一のために非常持出品の準備や避難場

所の確認などをしておきましょう。また、

家の周りの片付けや修理、補強をしておき

ましょう。 

　防災無線をよく聞き、早めに避難するこ

とを心がけましょう。避難する際には近所

への声かけをして、みんなで避難するよう

にしましょう。 

　住宅用火災警報器の設置が平成18年６月
１日から義務付けられ、今年の６月１日で
１年が経ちました。まだまだ設置数が少な
いようです。早めの設置をお願いします。 

◎住宅用火災警報器?それって何? 

◎どこに付けるのか知らない 

◎どうするかまだ決めてない 

　夏の炎天下や
暑い室内でスポ
ーツをしたり、
暑い車内に長く
閉じこもってい
た場合に起こり
やすいとされる
この病気は「熱
中症」といわれ、発汗という、人間のからだ本来
の体温調節機能が失われることによって引き起こ
される病気です。 
　最大の予防は、外出時、帽子をかぶり、水分と
休憩を十分とることです。もし、熱中症になった
ら次のようにしましょう。 
『応急手当』 

・風通しのよい涼しい日陰へ運ぶ。 
・衣類をゆるめるか脱がして安静にする。 
☆何も飲みたがらなかったり、皮膚が冷たく鳥肌
が立つような時は重症。すぐに救急車を呼びま
しょう。 

夏!
やっ
てきた夏!

署内救助大会 住宅用火災警報器 
壁用 天井用 

アンテナ支線の補強 

看板の補強 

板塀の強化 

雨戸や窓の補強 

外回りの道具や箱類の取り込み、資材や長尺物の安全 

鉢などベラ 
ンダの小物 
を取り込む 

物干し竿が飛ばさ 
れないようにする 



平成19年度　自治　会 長を紹介します !平成19年度　自治　会 長を紹介します !
　行政とのパイプ役として、１年間よろしくお願いします。 

　住みよい地域づくりのためには、市民の皆さんの協力が必要です。自治会活動への積

極的な参加をお願いいたします。 

日吉地域自治会長（行政嘱託員） 

自治会名 自治会長名 電話番号 

二 潟  

山 田  

日 新  

熊 野  

西 郷  

日 置 麓  

帆 之 港  

奥　　正行 

的場　　勝 

今別府利行 

谷山　宏明 

加藤　悦郎 

善福美智男 

星原　　質 

292－2693 

292－2535 

292－2976 

292－3886 

292－5218 

292－4648 

292－2247

自治会名 自治会長名 電話番号 

八 　 幡  

柿 之 谷  

諏 　 訪  

 
草 　 見  

笠 ヶ 野  

毘 沙 門  

山口　義光 

久保　勲一 

岡山　　繁 

 
松元　純市 

笠野　邦彦 

山下　征生 

292－3230 

292－2483 

292－4556 

292－4203 
292－2354 

292－2786 

292－4331

自治会名 自治会長名 電話番号 

草 　 原  

北 　 区  

中 　 区  

南 　 区  

扇 　 尾  

牧内　重光 

鳩野　　學 

春成　道夫 

手塚　英司 

上田平重夫 

292－2436 

292－2054 

292－2749 

292－4374 

292－2368

吹上地域自治会長（行政嘱託員） 

自治会名 自治会長名 電話番号 

西 本 町  

東 本 町  

坂 　 元  

多 宝 寺  

ふ も と  

小 　 牧  

北 湯 之 元  

南 湯 之 元  

緑 ヶ 丘  

窪 　 田  

宮 　 坂  

上 中 之 里  

下 中 之 里  

南 宮 内  

東 宮 内  

西 宮 内  

中 　 津  

亀 　 原  

花 熟 里  

小 野 浜  

小 野 馬 場  

小 野  

下 田 尻  

中 田 尻  

上 田 尻  

満留寿五郎 

原田　昌作 

竹内　正信 

黒川　勝美 

池上　成年 

渋江　和雄 

下村　俊治 

田原　嘉治 

登尾江美子 

福元セツ子 

濱田　　修 

山下　勁一 

山下　正成 

鳥越満壽夫 

竹之内　稔 

飛田　尚文 

野入　弘良 

井上　克己 

原口　三善 

岩元　　巌 

田畑　則雄 

坂上　晃一 

下村　盛義 

堂園　孝一 

井之上作次 

296－2028 

296－2635 

296－4751 

296－3723 

296－3718 

296－2858 

296－5177 

296－4067 

296－4766 

296－2414 

296－4095 

296－6258 

296－5072 

296－2238 

296－3623 

296－3127 

296－4526 

296－3881 

296－5123 

296－6578 

296－2466 

296－5405 

296－5953 

296－4633 

296－5155

伊集院地域自治会長（行政嘱託員） 

自治会名 自治会長名 電話番号 

池 　 田  

末 　 永  

窪 　 田  

四 郎 園  

下 方 限  

麓 　 東  

天 神 馬 場  

上 之 馬 場  

犬 之 馬 場  

元 　 町  

向 江 町  

中 央 通  

駅 　 前  

銀 天 通  

出 　 樋  

城 　 山  

荒 　 瀬  

小 　 城  

瀬 戸 内  

徳 重 東  

猪 鹿 倉  

清 　 藤  

郡 　 上  

山中　利信 

宮下　安雄 

四郎園修一 

黒田　清輝 

正木　厳範 

中園　照志 

上村　良佑 

川越　信雄 

石神　三郎 

中原　基雄 

橋口正太郎 

家村　仲五 

伊藤　哲夫 

家村　紀弘 

岩永　啓義 

浜田　盛遠 

前田　純正 

坂木　久光 

渡邉　克業 

酒匂　靖夫 

山口　徳二 

満留　純義 

瀬戸山　優 

273－6379 

272－4437 

273－3230 

273－5404 

273－3558 

273－3603 

272－3580 

273－5946 

272－4430 

272－4484 

273－3525 

272－2815 

273－2525 

273－1650 

272－2035 

272－2689 

273－1586 

272－2930 

272－3934 

273－2024 

272－5737 

273－3749 

273－3748

東市来地域自治会長（行政嘱託員） 

自治会名 自治会長名 電話番号 

桑 木 野  

尾 木 場  

郷 　 戸  

野 　 下  

高 塚 東  

高 塚 西  

鉾 之 原  

立 和 名  

　 荻 　  

北 　 山  

上 　 床  

田 代  

梅 　 木  

中 野  

元 養 母  

下 養 母  

麓 　 上  

桑木野二雄 

野上　貞夫 

島田　益義 

中養母　工 

町田　二朗 

立和名徳文 

鮫島　秀則 

立和名太吉 

米澤　正喜 

北山　義寛 

片平　勇作 

石神　正明 

徳重　保典 

永井　実満 

谷山　泰洋 

奥　　義行 

永山　喜教 

274－9646 

274－9651 

274－3376 

274－6703 

274－6625 

274－9833 

274－6823 

274－6452 

274－9332 

274－9755 

274－6194 

274－6252 

274－6280 

274－3617 

274－1312 

274－1362 

274－2769

自治会名 自治会長名 電話番号 

麓 　 下  

古 　 市  

城 之 町 上  

城 之 町  

杉 之 迫  

坂 之 上 下  

美 山 上  

美 山 下  

牧 之 角  

宮 　 田  

大 　 平  

皆 田 東  

皆 田 西  

丸 　 牧  

上 野 東  

上 野 西  

向 湯 田  

永田　鉄山 

有川　杉男 

平松　利幸 

元吉　克海 

四元　碩朗 

幾留　治男 

勝目　　洋 

尾上　豊志 

岩崎　清一 

畠中　　忠 

脇田　敏秋 

神田　　暹 

松尾　光裕 

宮前　静哉 

中村　拓郎 

柳園　冨甫 

山元　　登 

274－4653 

274－3237 

274－3888 

274－0667 

274－4572 

274－3694 

274－5312 

274－0523 

274－4180 

274－2637 

274－5192 

274－3882 

274－1309 

274－3406 

274－3040 

274－5755 

274－0153

自治会名 自治会長名 電話番号 

駅 　 前  

中 　 央  

元 　 湯  

田 之 湯  

堀 　 内  

上 伊 作 田  

元 伊 作 田  

中 伊 作 田  

柿 之 迫  

江 　 口  

川 　 北  

平 迫 比 良  

赤 　 崎  

鈩 　 口  

永 　 山  

神 之 川  

南 神 之 川  

池滿　隼人 

國分　　隆 

高須　真一 

松島　幸吉 

南　　宏機 

谷口　正巳 

早迫　　登 

肥塚　章弘 

横手　良和 

神野　政士 

吉田　　徹 

　　　満洋 

中間　憲一 

西田　正徳 

浜崎　千尋 

永山　修治 

丸野喜士雄 

274－2935 

274－2478 

274－4791 

274－2305 

274－1833 

274－2629 

274－4257 

274－2527 

274－4728 

274－2257 

274－5153 

274－0297 

274－3998 

274－5852 

274－4064 

274－5146 

274－1509

自治会名 自治会長名 電話番号 

郡 　 内  

宮 　 脇  

中 福 良  

平 　 古  

郡 　 下  

大 田 上  

大 田 中  

大 田 下  

久 木 野 々  

飯 牟 礼 下  

　 腰 　  

善 　 福  

飯 牟 礼 上  

飯 牟 礼 中  

古 　 城  

恋 之 原  

下 土 橋  

上 土 橋  

中 　 川  

竹 之 山  

麦 生 田 下  

麦 生 田 中  

麦 生 田 西  

内 　 保 正  

稲森　一則 

奥　　祐義 

元吉　正人 

林田　榮次 

外園　清則 

入船　武久 

伊集院　勲 

今村　福治 

園田　勝彦 

上之園和明 

益満　安博 

宮川　善徳 

本村　敏英 

片板美津男 

宮園　信夫 

高山　武志 

尾堂　祐次 

上　　菊男 

馬場園慶二 

吉村　建二 

藤松　　劼 

新山　幸生 

273－1808 

273－5907 

273－1516 

272－4019 

273－1801 

272－4578 

273－1526 

273－1034 

273－6567 

273－6723 

273－5810 

273－4238 

273－3924 

273－6866 

273－5993 

273－6454 

273－2488 

273－9613 

273－9228 

273－9475 

273－1970 

273－5390 

273－3072

自治会名 自治会長名 電話番号 

麦 生 田 東  

上 神 殿  

中 神 殿  

下神殿１区 

下神殿２区 

下神殿３区 

下神殿４区 

桑 　 畑  

野 　 田  

寺 　 脇  

朝 日 ヶ 丘  

立 　 野  

妙円寺１・４区 

妙円寺２区 

妙円寺３区 

妙円寺５区 

妙円寺６区 

妙円寺７区 

妙円寺８区 

妙円寺９区 

つつじヶ丘１区 

つつじヶ丘２・３区 

山下　修一 

柳田　秀吉 

内　　豊光 

楠本　　親 

有島　助一 

増森　博行 

南園次郎吉 

重留　　静 

護摩所豊二 

野上　政人 

橋口　　勇 

田上　一之 

松元　邦弘 

田中　輝男 

今村　兼裕 

山下穗八郎 

松元　健二 

常深　　勇 

福留　　力 

山下　隆幸 

福山　　誠 

大馬　英俊 

273－9024 

273－9783 

273－2367 

273－5051 

272－2677 

273－1263 

272－5434 

273－5438 

273－2956 

273－2028 

273－3990 

272－4806 

273－6366 

273－2096 

273－6983 

272－3795 

273－0417 

272－5894 

272－2317 

246－5716 

273－5440 

273－2782

自治会名 自治会長名 電話番号 

芋 　 野  

野 　 首  

下 与 倉  

藤 　 元  

赤 仁 田  

上 与 倉  

田 之 尻  

永 　 野  

竜 之 瀬  

平 鹿 倉  

今 木 場  

日 　 添  

観 音 河 内  

苙 　 口  

瀬 　 谷  

助 　 代  

上 和 田  

中 和 田  

下 和 田  

苙 　 岡  

入 　 来  

西 　 原  

入 来 浜  

今 　 田  

小 永 吉  

堀之内美智子 

原口　四海 

山口　克佳 

四元　久美 

窪田　　茂 

窪田　和洋 

中馬　三志 

地頭所正征 

馬籠　君夫 

馬籠　敦男 

遠矢　静夫 

田中　安男 

井上ミツ子 

東　洋一郎 

榊　　秀徳 

坂口　正視 

田中　　司 

田中　秋盛 

　木　眞朗 

下窪　秋男 

内村　文弘 

中村清一郎 

堀切　茂正 

山下　昭夫 

赤井田　繁 

296－5757 

296－3348 

296－3671 

296－2120 

296－6062 

296－5662 

296－6193 

296－4179 

296－5175 

296－3870 

296－6020 

296－6136 

296－5077 

296－6547 

296－2684 

296－2197 

296－5353 

296－5796 

245－1201 

296－5990 

296－4230 

296－2399 

296－3633 

296－4070 

296－4960

自治会名 自治会長名 電話番号 

原 　 園  

上 草 田  

中 草 田  

下 草 田  

浜 田 中  

浜 田 後  

天 昌 寺  

川 久 保  

永吉中和田 

新 川 原  

榎 　 下  

永吉ふもと 

梅 里 下  

梅 　 里  

七 　 呂  

印 　 口  

鍋 　 谷  

松 　 下  

坊 野 下  

坊 野 上  

高 　 田  

柱 　 野  

山 　 手  

田 代 野  

安藤　道也 

徳満　平吉 

草木迫　繁 

畠中　達男 

栄福　弘喜 

畠中　貞治 

久保ゑみ子 

恒吉　英治 

久保園昌幸 

大寺　徳康 

佐土原伸也 

上谷　　満 

胸元　光盛 

上谷　　勉 

山之内秀行 

今屋　正博 

山口　　操 

井前　利行 

坊野　良一 

能勢　節美 

高田富士男 

有馬　克己 

有馬　　弘 

山口　和徳 

297－2014 

297－2837 

299－3654 

299－3550 

299－2031 

299－3123 

297－2366 

297－2514 

299－3535 

297－2347 

297－2953 

299－3445 

299－3431 

297－2735 

297－2758 

299－3322 

299－3428 

299－3314 

297－2319 

299－3131 

297－2654 

299－3142 

299－3153 

297－2402



　
五
月
三
日
、
江
口
漁
港
（
東
市
来
）

で
「
第
十
五
回
ふ
る
さ
と
港
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
花
火
を
合
図
に
漁
船
が
さ
っ
そ
う

と
入
港
し
、
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
。
漁

船
か
ら
の
餅
ま
き
が
一
気
に
祭
り
を

盛
り
上
げ
ま
す
。 

　
毎
年
人
気
が
あ
る
魚
の
つ
か
み
捕

り
や
漁
船
の
乗
船
体
験
、
鮮
魚
の
即

売
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
五
つ
太
鼓
や
舞
踊
、
歌
謡
シ

ョ
ー
な
ど
が
次
か
ら
次
へ
と
披
露
さ

れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
祭
り
直
前
の
し
け
で
漁
に

出
ら
れ
ず
、
祭
り
に
欠
か
せ
な
い
鮮

魚
の
準
備
が
当
日
の
漁
に
託
さ
れ
、

直
前
ま
で
関
係
者
を
ひ
や
ひ
や
さ
せ

ま
し
た
が
、
当
日
は
大
漁
。
関
係
者

の
苦
労
も
、
つ
か
み
捕
り
で
大
モ
ノ

を
つ
か
ん
で
歓
喜
す
る
親
子
や
漁
船

に
乗
っ
て
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
宮
崎
県
か
ら
お
じ
い
さ
ん
の
家
に

遊
び
に
来
て
い
た
西
野
さ
ん
（
中
学

二
年
生
）
は
「
面
白
か
っ
た
。
漁
船

に
は
二
、
三
回
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
こ
ん
な
に
波
が
凄
か
っ
た
の
は

初
め
て
」
と
水
し
ぶ
き
を
浴
び
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。 

　
当
日
、
港
を
埋
め
尽
く
し
た
来
場

者
は
約
一
万
人
。
祭
り
の
盛
り
上
が

り
に
胸
を
な
で
お
ろ
し
、
後
片
付
け

を
す
る
祭
り
関
係
者
、
ご
み
拾
い
に

伊
作
田
小
六
年
生
も
参
加
す
る
な
ど
、

地
域
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
、
祭
り

は
大
盛
況
で
し
た
。 

泥
に
ま
み
れ
て
豊
作
願
う
二
才
衆 

　
五
月
三
日
、
荻
・
伊
勢
神
社
（
東

市
来
）
で
棒
踊
り
、
庭
狂
言
「
あ
と

や
ま
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
伊
勢
神
社
は
、
一
五
九
〇
年
に
三

重
県
の
伊
勢
神
宮
よ
り
ご
神
霊
を
勧

請
さ
れ
、
二
百
年
前
か
ら
踊
り
が
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
地
区
の
自
治
会
（
荻
・
田
代
・

梅
木
・
北
山
・
鉾
之
原
）
と
皆
田
地

区
大
平
自
治
会
の
棒
踊
り
、
荻
自
治

会
青
壮
年
部
に
よ
る
あ
と
や
ま
な
ど

様
々
な
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
踊
り
手

や
大
勢
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
中
で
も
あ
と
や
ま
で
は
、
恒

例
と
な
っ
て
い
る
黄
門
様
一
行
が
広

場
に
登
場
す
る
と
、
会
場
は
更
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
五
月
十
三
日
、
飯
牟
礼
地
区
熊
野

神
社
（
伊
集
院
）
で
、
飯
牟
礼
棒
踊

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
地
区
内
の
上
・
中
・
大

下
の
三
集
落
か
ら
青
壮
年
や
中
高
生

が
踊
り
手
と
な
っ
て
、
各
集
落
に
伝

わ
る
踊
り
を
神
社
に
奉
納
す
る
伝
統

行
事
。
伝
統
の
踊
り
は
上
が
虚
無
僧

踊
り
、
中
が
棒
踊
り
、
大
下
が
鎌
踊

り
と
踊
り
方
も
衣
装
も
そ
れ
ぞ
れ
。

当
日
、
踊
り
手
は
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
、
つ
め
か
け
た
見
物

客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
毎
年
、
各
集
落
で
は
長
さ
十
㍍
も

あ
る
し
べ
竹
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
し

べ
竹
を
神
社
の
鳥
居
に
く
ぐ
ら
せ
、

境
内
横
に
立
て
掛
け
て
か
ら
踊
り
を

奉
納
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
は

大
下
の
し
べ
竹
が
鳥
居
を
く
ぐ
る
前

に
折
れ
て
し
ま
う
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
起
き
、
大
下
の
Ｏ
Ｂ
が
急
い
で

棒
と
縄
で
補
強
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
無
事
境
内
へ
と
運
ば
れ
踊

り
を
奉
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
五
穀
豊
穣
と
家
内
招
福
を
祈
願
す

る
伝
統
の
飯
牟
礼
棒
踊
り
。
今
年
も

地
区
に
と
っ
て
実
り
あ
る
年
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
草
原
自
治
会
、
八
幡
自
治
会
が
御
神

田
付
近
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

　
河
川
流
域
の
雑
草
な
ど
を
取
り
払
い
、

す
っ
き
り
と
な
っ
た
大
川
八
幡
橋
周
辺
。

こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
あ
り
、

せ
っ
ぺ
と
べ
当
日
は
大
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

三
集
落
の
伝
統
　
熊
野
神
社
に
奉
納 

大川八幡橋周辺清掃 

豊
作
祈
願
　
悪
疫
退
散 

一万人が 
海の恵みを満喫 

荻
・
伊
勢
神
社
奉
納
棒
踊
り 

飯
牟
礼
棒
踊
り 

お
田
植
え
祭
り
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」 

に
せ
し
ゅ
う 

　
日
吉
地
域
に
伝
わ
る
お
田
植
祭
り
「
せ
っ
ぺ
と

べ
」
が
六
月
三
日
に
、
日
置
八
幡
神
社
、
吉
利
鬼

丸
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
吉
利
鬼
丸
神
社
で
は
、
北
区
、
中
区
、
南
区
、

扇
尾
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
の
看
板
（
団

旗
竿
）・
し
べ
竿
を
先
頭
に
奉
納
踊
り
の
踊
り
子

と
白
装
束
の
二
才
衆
が
集
ま
り
、
鬼
丸
神
社
の

鳥
居
前
や
境
内
前
で
地
域
伝
統
の
踊
り
を
奉
納

し
ま
し
た
。
神
事
が
終
わ
り
、
二
才
衆
は
神
社

下
の
御
神
田
に
入
り
ま
す
。
今
年
は
宮
路
市
長

も
参
加
、
肩
を
組
ん
で
輪
に
な
り
「
チ
ョ
シ
、

チ
ョ
シ
」
と
声
を
か
け
、
全
身
泥
だ
ら
け
に
な

り
な
が
ら
飛
び
跳
ね
ま
し
た
。 

　
一
方
、
日
置
八
幡
神
社
で
も
神
事
が
行
わ
れ
、

八
幡
、
諏
訪
、
日
新
、
山
田
の
各
自
治
会
に
伝

わ
る
踊
り
を
奉
納
し
た
後
、
御
神
田
へ
と
下
り

ま
し
た
。
今
年
は
強
風
だ
っ
た
た
め
、
風
に
あ

お
ら
れ
る
し
べ
竿
が
泥
の
な
か
に
倒
れ
な
い

よ
う
、
必
死
に
走
り
回
る
二
才
衆
に
見
物
人

か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
日
置
八
幡
神
社
前
に
設
け
ら
れ
た
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
は
「
せ
っ
ぺ
と
べ
イ
ベ
ン
ト
」
が

行
わ
れ
、
吹
上
青
松
太
鼓
や
舞
踊
、
各
地
域

の
伝
統
の
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
吉
運
動
公
園
弓
道
場
で
は
「
せ
っ

ぺ
と
べ
射
会
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　
四
百
年
前
か
ら
伝
わ
る
伝
統
の
お
田
植
祭

り
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」。
当
日
は
県
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
、
日
吉
地
域
は

終
日
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

5/20

▼吉利鬼丸神社下の御神田で行われるせっぺとべ 

▲ごみ拾いをする伊作田小６年生 

▲飯牟礼中の棒踊り 

▼大下OBが急いで折れたしべ竹を補強 

▲多くの人でにぎわう鮮魚販売コーナー 

▲当日は大漁 ▲漁船の乗船体験 

▲舞踊を披露（イベントステージ） 

ふるさと 
港祭り 

情報をお寄せください イベント 



地域安全運動 
キャンペーン 

たてわき 

小松帯刀会 

手づくり広場 
完成 

3郵便局 
住民票等取扱 
開始式 

　
小
野
馬
場
自
治
会（
吹
上
）に
こ
の

ほ
ど
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
が
楽
し

め
る
他
目
的
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。 

　「
会
員
が
交
流
で
き
る
広
場
を
」

と
探
し
て
い
た
小
野
長
寿
会
に
、
所

有
者
が
快
く
貸
し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
り
、
念
願
の
広
場
が
で
き
ま
し
た
。 

　「
行
政
に
頼
ら
ず
に
、
で
き
る
こ

と
は
自
分
達
で
」
と
、
整
備
に
は
長

寿
会
の
ほ
か
、
小
野
、
小
野
馬
場
両

自
治
会
が
協
力
。
地
元
の
建
設
業
者

の
支
援
も
得
て
完
成
し
ま
し
た
。 

　
今
後
、
植
栽
や
管
理
も
長
寿
会
員

ら
が
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

　「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
初

日
の
五
月
十
一
日
、
市
役
所
本
庁
で

交
通
安
全
運
動
出
発
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
出
発
式
で
は
、
湯
田
平
副
市
長
、

定
日
置
警
察
署
長
が
「
交
通
事
故
が

後
を
た
た
な
い
現
代
、
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
つ
よ
う
努
め
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
パ
ト

カ
ー
と
交
通
安
全
車
が
交
通
安
全
を

訴
え
る
市
内
パ
レ
ー
ド
へ
と
出
発
し

ま
し
た
。 

　
運
動
初
日
の
五
月
十
一
日
に
は
、

交
通
安
全
を
訴
え
る
市
内
パ
レ
ー
ド

の
あ
と
、
終
点
の
ひ
ま
わ
り
館
前
で

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
吹
上
支
部
の

交
通
安
全
協
会
や
交
通
安
全
母
の
会

な
ど
五
十
人
が
参
加
。
乳
酸
菌
飲
料

や
手
づ
く
り
の
交
通
安
全
御
守
を
配

り
な
が
ら
、
安
全
運
転
を
訴
え
ま
し

た
。 

　
五
月
十
一
日
、
日
置
警
察
署
日
吉

駐
在
所
前
で
地
域
安
全
運
動
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
日
置
警

察
署
と
日
置
地
区
防
犯
協
会
が
、
悪

質
商
法
や
振
込
詐
欺
の
被
害
防
止
を

目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
。
今

年
は
地
区
の
自
主
防
犯
組
織
「
せ
っ

ぺ
と
べ
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
、

地
域
の
安
全
を
守
る
テ
ー
マ
音
楽
（
伊

集
院
高
校
二
年
草
原
友
さ
ん
作
曲
、

日
吉
中
音
楽
教
諭
今
井
紀
子
先
生
演

奏
）
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。 

　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
に
は
、

日
吉
中
学
校
の
生
徒
も
加
わ
り
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
、
チ
ラ
シ
と
せ
っ
ぺ
と

べ
ね
ぎ
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
を
配
布

し
防
犯
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
五
月
二
十
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
小
松
帯
刀
会
」
が
、
園
林
寺
跡

（
日
吉
町
吉
利
）
周
辺
の
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
平
成
二
十
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
放
映
さ
れ
る
大
河
ド
ラ
マ
「
天
璋

院
篤
姫
」
で
薩
摩
藩
家
老
・
小
松
帯

刀
公
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
を
機
に
、

同
公
が
眠
る
園
林
寺
跡
を
き
れ
い
に

し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
た
園
林
寺
跡
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
。 

　
五
月
一
日
、
日
吉
町
吉
利
の
国
道

二
七
〇
号
線
沿
い
で
春
の
行
楽
期
・

交
通
事
故
防
止
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
商
工
会
青
年
部
と
女
性
部
、
日
置

警
察
署
が
主
催
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
仕
事
や
行
楽
地
に
向
か
う
車

や
バ
イ
ク
の
運
転
手
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
先
駆

け
て
五
月
二
日
、
永
吉
小
学
校
で
交

通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
県
警
と
農
協
が
共
催
。

「
車
の
後
ろ
に
車
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
よ
」
と
、
校
庭
の
模
擬
交
差
点

で
、
安
全
確
認
や
自
転
車
の
乗
り
方

を
実
践
形
式
で
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

ダ
ミ
ー
に
よ
る
衝
突
実
験
を
目
の
当

た
り
に
し
「
自
分
の
命
を
守
る
の
は

自
分
」
だ
と
体
感
。 

　「
交
通
安
全
の
勉
強
は
九
十
五
点

じ
ゃ
だ
め
。
満
点
を
と
ら
な
け
れ
ば
」

と
の
指
導
に
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。 

自
分
の
命
は
自
分
で
守
ろ
う
！
市
内
各
地
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

歌
で
故
郷
に
恩
返
し 

歌
手
福
元
愼
一
さ
ん
慰
問 

証
明
書
等
が
郵
便
局
で
も
受
け
取
れ
ま
す 

地
域
づ
く
り
は
自
ら
の
手
で 

尾
木
場
自
治
会
祝
賀
会 

田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
と
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
落
成 

悪
質
商
法
、振
込
詐
欺
の
被
害
防
止 

園
林
寺
跡
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
吹
上
地
域
西
本
町
出
身
の
歌
手

福
元
愼
一
さ
ん（
埼
玉
県
在
住
）が

四
月
二
十
八
日
、
吹
上
地
域
内
の

福
祉
施
設
な
ど
を
慰
問
し
ま
し
た
。 

　
帰
鹿
の
た
び
に
「
故
郷
へ
の
恩

返
し
を
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続

け
て
い
る
福
元
さ
ん
。
今
回
は
ラ

ジ
オ
出
演
の
た
め
に
帰
鹿
す
る
日

程
に
合
わ
せ
て
、
地
域
内
三
カ
所

の
施
設
を
慰
問
し
ま
し
た
。 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
奈

村
で
は
、
関
連
施
設
の
利
用
者
な

ど
お
よ
そ
百
二
十
人
に
鹿
児
島
弁

で
語
り
か
け
な
が
ら
十
一
曲
を
熱

唱
。「
息
を
思
い
切
り
吸
い
な
が

ら
歌
え
ば
元
気
が
出
ま
す
よ
」
と

昭
和
の
流
行
歌
を
一
緒
に
歌
い
ま

し
た
（
写
真
）。 

　
福
元
さ
ん
の
新
曲
「
愼
ち
ゃ
ん

音
頭
・
春
夏
秋
冬
」
で
は
思
わ
ず

踊
り
だ
す
利
用
者
も
。「
ま
た
、

来
て
よ
か
な
。
元
気
し
ち
ょ
っ
や

い
な
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。 

　
福
元
さ
ん
は
こ
の
ほ
か
、
老
人

保
健
施
設
湯
の
浦
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ

ー
ム
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
美
里
に

も
慰
問
し
ま
し
た
。 

　
六
月
か
ら
市
内
三
郵
便
局
（
下
伊

集
院
、
伊
集
院
北
、
吉
利
）
で
日
置

市
の
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
な
ど
の

証
明
書
の
発
行
委
託
業
務
が
始
ま
り
、

六
月
一
日
、
伊
集
院
北
郵
便
局
で
開

始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
開
始
式
で
は
、
宮
路
市
長
、
田
島

本
部
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
式
終
了
後
、
早

速
住
民
が
郵
便
局
窓
口
で
証
明
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
で
は
市
内
二
十
一
地
区

公
民
館
で
五
日
か
ら
証
明
書
発
行
業

務
を
ス
タ
ー
ト
。
郵
便
局
で
は
月
〜

金
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
、

公
民
館
で
は
火
、
木
曜
日
の
午
前
八

時
半
か
ら
正
午
ま
で
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
四
月
十
七
日
、
尾
木
場
自
治
公
民

館
（
東
市
来
）
で
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
田
園
自
然
再
生
活
動
コ

ン
ク
ー
ル
受
賞
と
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
落
成
を
祝
し
た
も
の
で
、

地
域
住
民
を
は
じ
め
、
県
や
市
の
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
も
務
め
た

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
く
す
の
木

自
然
館
」
専
務
理
事
の
浜
本
奈
鼓
（
な

こ
）
さ
ん
に
よ
る
講
演
で
は
、「
尾

木
場
は
自
然
と
協
生
し
て
き
た
日
本

の
農
の
原
点
、
全
国
に
誇
れ
る
宝
で

す
」
と
評
価
さ
れ
、
住
民
の
中
に
は

目
に
涙
を
浮
か
べ
る
人
も
お
り
、
日
々

の
活
動
が
報
わ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。 

　
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
は
、

公
民
館
横
に
立
派
な
ト
イ
レ
も
整
備
。

今
後
、
尾
木
場
地
区
で
の
イ
ベ
ン
ト
、

農
業
体
験
や
都
市
間
交
流
な
ど
更
な

る
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

永
吉
小
・ 

交
通
安
全
教
室 

交通事故防止 
キャンペーン 

5/2

5/1

▲郵便局窓口で証明書を受け取る住民 ▲市内パレードへと出発 

▲ひまわり館前で街頭キャンペーン 

▲「くすの木自然館」浜本奈鼓さんの講演 

▲公民館横に整備されたトイレ 

お
ん
り
ん
じ 

情報をお寄せください 行　政 



　
平
成
十
九
年
度
「
人
権
の
花
」
運

動
指
定
校
に
指
定
さ
れ
た
和
田
小
学

校
で
四
月
二
十
五
日
、
開
会
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
太
陽
に
向
か
っ
て
伸
び
や
か
に
咲

く
姿
か
ら
「
人
権
の
花
」
と
し
て
知

ら
れ
る
ひ
ま
わ
り
。
運
動
で
は
、
そ

の
花
を
児
童
が
協
力
し
合
っ
て
育
て

る
こ
と
で
「
思
い
や
り
の
心
」
を
育

て
る
こ
と
が
目
的
で
す
。 

　
開
会
式
で
は
鹿
児
島
県
人
権
擁
護

委
員
の
上
床
耕
造
さ
ん
が
「
あ
い
さ

つ
が
最
も
身
近
な
人
権
教
育
。
心
の

中
に
や
さ
し
さ
の
種
を
ま
こ
う
」
と

訴
え
、
児
童
代
表
に
人
権
の
花
物
品

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
活
動
は
十
一
月
ま
で
取
り
組
ま
れ

ま
す
。 

　
校
歌
や
校
章
に
ひ
ま
わ
り
が
あ
る

和
田
小
に
と
っ
て
、
シ
ン
ボ
ル
の
花
。 

　「
ひ
ま
わ
り
の
花
の
よ
う
に
」
が

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
同
校
は
、
人

権
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
そ
う
で

す
。 

　
四
月
二
十
一
日
、
市
中
央
公
民
館

で
平
成
十
九
年
度
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
入
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
幼
稚
園
児
一
人
、
小

学
生
十
四
人
、
中
学
生
一
人
、
高
校

生
一
人
、
一
般
四
人
の
計
二
十
一
人

が
第
十
五
期
生
と
し
て
入
団
。
式
で

は
現
団
員
に
よ
る
歓
迎
演
奏
の
後
、

新
団
員
を
代
表
し
て
永
里
千
秋
さ
ん

に
入
団
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
入

団
証
を
手
に
し
た
新
団
員
は
、
原
口

信
廣
先
生
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
受

け
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

　
県
文
化
財
保
護
審
議
会
（
三
木
靖

会
長
）
が
三
月
二
十
二
日
、
吹
上
町

田
尻
の
金
銅
菩
薩
立
像
を
県
有
形
文

化
財
に
指
定
す
る
よ
う
県
教
育
委
員

会
に
答
申
し
、
四
月
二
十
四
日
、
県

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
像
は
、
吹
上
町
田

尻
の
住
民
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
た
も
の
で
昭
和
五
十

六
年
に
発
表
さ
れ
、
当
時

「
九
州
最
古
の
飛
鳥
仏
」

と
注
目
を
集
め
た
像
。
高

さ
一
六
・
三
㌢
、
台
座
と

光
背
は
失
わ
れ
て
お
り
、
現
在
は
銅

錆
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
元
来
は

銅
に
鍍
金
し
た
き
ら
び
や
か
な
仏
像

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
左
右
対

称
を
基
本
に
し
た
つ
く
り
で
、
飛
鳥

時
代
の
七
世
紀
半
ば
に
朝
鮮
半
島
か

ら
影
響
を
受
け
た
法
隆
寺
百
済
観
音

像
の
系
譜
に
あ
り
、
廃
仏
棄
釈
で
県

内
に
残
る
仏
像
が
少
な
い
中
、
畿
内

や
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
を
探
る
貴
重

な
彫
刻
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
こ
の
像
は
南
九
州
と
中
央

と
の
文
化
交
流
を
歴
史
的
に
考
察
す

る
た
め
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

新
団
員
二
十
一
人
　
期
待
を
胸
に 

吹
上
金
銅
菩
薩
立
像
　
県
有
形
文
化
財
に 

や
さ
し
さ
で
咲
か
そ
う
人
権
の
花 

日本の四季 
コンサート 

（旧）日置中 
25期卒業生 
同窓会 

吹上 
金銅菩薩立像 

▲受入事業所に設置された「のぼり」 

▲「腕章」をつけて働く生徒 

和
田
小
で
「
人
権
の
花
」
運
動 

　
中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
、
四
月
か
ら
十
月
ま
で
の
二

〜
五
日
間
で
職
場
体
験
学
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

　
職
場
体
験
学
習
は
、
生
徒
が
実
際

に
事
業
所
な
ど
で
働
く
こ
と
を
通
し

て
、
働
く
こ
と
の
喜
び
や
厳
し
さ
、

職
業
観
や
勤
労
観
を
学
ぶ
貴
重
な
社

会
学
習
。 

　
五
月
二
十
一
日
か
ら
二

十
五
日
の
五
日
間
、
土
橋

中
学
校
の
三
年
生
十
七
人

が
十
四
事
業
所
で
、
六
月

五
日
か
ら
八
日
の
四
日
間
、

上
市
来
中
学
校
の
二
年
生

十
六
人
が
七
事
業
所
で
職

場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
生
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で

の
礼
儀
作
法
や
仕
事
内
容
な
ど
を
教

わ
り
な
が
ら
、
働
く
こ
と
の
喜
び
や

厳
し
さ
を
肌
で
感
じ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。 

　
市
で
は
、
文
部
科
学
省
の
指
定
を

受
け
、
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ

ィ
ー
ク
実
行
委
員
会
を
設
置
。
関
係

団
体
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
商
工
会
、

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
な
ど
）
や
受

入
事
業
所
の
代
表
者
、
市
内
中
学
校

校
長
・
教
職
員
が
会
し
、
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

　
実
行
委
員
会
で
は
今
年
度
か
ら
、

職
場
体
験
学
習
実
施
中
の
「
の
ぼ
り
」

と
「
腕
章
」
を
作
成
。「
の
ぼ
り
」

を
職
場
体
験
受
入
事
業
所
に
設
置
し
、

生
徒
が
「
腕
章
」
を
つ
け
る
こ
と
で
、

こ
の
学
習
を
地
域
の
方
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
と
事
業
所
へ
の
協
力
依
頼

が
狙
い
で
す
。 

　
今
後
は
次
の
日
程
で
職
場
体
験
学

習
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か

ら
各
地
域
の
事
業
所
な
ど
で
働
く
生

徒
を
見
か
け
た
時
に
は
是
非
、
声
を

か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

働
き
、学
ん
で
い
る
中
学
生
に
励
ま
し
を 

中
学
生
約
五
百
四
十
人
が
職
場
体
験
学
習 

　
文
部
科
学
省
の
廃
校
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
五
十
選
に
選
定
さ
れ
て
い
る
旧
野

首
小
学
校
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
野
月
舎（
吹

上
）で
、鹿
児
島
市
の
写
真
グ
ル
ー
プ

「
か
ご
し
ま
写
楽
会
」（
長
里
利
寛
代

表
）
の
写
真
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
同
会
は
「
校
舎
の
温
か
さ
も
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
」
と
、
鹿
児
島
市
か

ら
あ
え
て
変
更
し
て
、
野
首
で
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
開
催
。
吹
上
の

人
や
風
景
を
と
ら
え
た
十
一
人
の
力

作
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　「
こ
れ
は
絵
で
す
か
」
と
来
場
者

が
尋
ね
る
ほ
ど
繊
細
か
つ
色
彩
豊
か

な
写
真
九
十
点
が
教
室
や
廊
下
を
飾

り
、「
木
目
と
写
真
が
一
体
と
な
っ

て
作
品
が
生
き
生
き
し
て
い
る
」
と

好
評
。
期
間
中
、
主
催
者
の
予
想
を

大
き
く
上
回
る
約
九
百
人
が
野
首
を

訪
れ
ま
し
た
。 

　
野
月
舎
は
画
家
の
佳
月
優
さ
ん
の

作
品
も
常
時
展
示
し
て
お
り
、
隣
に

は
衣
福
作
家
の
博
多
和
博
さ
ん
の
ア

ト
リ
エ
も
あ
り
ま
す
。 

　
五
月
十
三
日
、
東
市
来
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
で
、
東
市
来
地
域
在
住
の

里
之
園
亜
希
さ
ん
、
赤
崎
公
美
さ
ん

を
中
心
に
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
今
年
で
二
回
目
と
な
る
演
奏
会
は
、

「
日
本
の
四
季
」
が
テ
ー
マ
で
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
、
季
節
の
映
像
を
流

す
演
出
。
途
中
の
ト
ー
ク
で
は
、
東

市
来
地
域
の
Ｐ
Ｒ
あ
り
、
最
後
は
来

場
者
が
手
拍
子
を
す
る
な
ど
楽
し
い

内
容
で
、
心
を
い
や
さ
れ
ま
し
た
。 

木
造
校
舎
と
写
真
が
一
体
に 

若
い
音
楽
家
、 

　
　
い
や
し
の
空
間
を
演
出 

か
ご
し
ま
写
楽
会
写
真
展 

日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入
団
式 

　
五
月
十
三
日
、（
旧
）
日

置
中
学
校
二
十
五
期
卒
業

生
（
的
場
貴
さ
ん
ら
十
二
人
）

が
集
ま
り
、
横
浜
に
て
同
窓
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
関
東
在
住
者
で
三
十
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
た
同
窓
会
。
五
十
歳
を
迎
え
た

同
窓
生
は
、
当
日
東
京
都
渋
谷
区
で

盛
大
に
行
わ
れ
た
「
第
十
回
渋
谷
・

鹿
児
島
お
は
ら
祭
り
」
な
ど
を
見
学
。

同
窓
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
思
い
出

し
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

■市内中学校の職場体験学習の予定 

学 校 名 

伊集院中学校  

伊集院北中学校 

吹 上 中 学 校  

日 吉 中 学 校  

東市来中学校  

学年 

２年 

３年 

３年 

２年 

３年 

日数 

５日間 

３日間 

３日間 

４日間 

３日間 

期　　　間 

６月25日（月）～６月29日（金） 

７月11日（水）～７月13日（金） 

10月２日（火）～10月４日（木） 

10月２日（火）～10月５日（金） 

10月23日（火）～10月25日（木） 

情報をお寄せください 教育・文化 



　
野
首
地
区
運
動
会
が
五
月
三
日
、

同
地
区
公
民
館
（
吹
上
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
運
動
会
は
、
毎
年
連

休
に
開
催
さ
れ
、
帰
省
し
た
出
身
者

な
ど
も
参
加
。
ふ
だ
ん
は
静
か
な
館

庭
も
大
勢
の
参
加
者
の
歓
声
に
包
ま

れ
ま
し
た
。 

　「
地
区
民
総
参
加
」
を
目
指
し
て
、

老
若
男
女
が
気
軽
に
楽
し
め
る
野
首

独
自
の
種
目
が
目
白
押
し
。
置
か
れ

た
フ
ラ
フ
ー
プ
に
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
投

げ
入
れ
た
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲

み
口
に
割
り
箸
を
落
と
し
た
り
。
　

参
加
し
た
小
学
生
は
「
全
部
の
競
技

に
出
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
」
と
参
加
賞
を
手
に
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

野
首
オ
リ
ジ
ナ
ル
種
目
が 

目
白
押
し 

　
五
月
二
十
日
、
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド

ー
ム
で
、
村
田
兆
治
さ
ん
に
よ
る
野

球
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
村
田
兆
治
さ
ん
は
、
元
プ
ロ
野
球

ロ
ッ
テ
オ
リ
オ
ン
ズ
の
投
手
。
大
き

く
振
り
か
ぶ
っ
て
真
っ
向
か
ら
勝
負

す
る
独
特
の
「
ま
さ
か
り
投
法
」
で

数
々
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。
引
退
後

も
、
プ
ロ
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ

（
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
リ
ー
グ
）
に
参
加

す
る
一
方
、
自
ら
も
「
対
馬
ド
リ
ー

ム
ス
」
を
設
立
し
、
投
手
兼
監
督
と

し
て
活
動
。
現
在
で
も
、
百
四
十
㌔

の
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ル
を
記
録
す
る
な

ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
教
室
は
、
昨
年
九
月
に
同
ド

ー
ム
の
命
名
権
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
）
を
獲
得
し
た
小
正
醸
造
株
式
会

社
の
小
正
芳
文
社
長
が
中
心
と
な
り

企
画
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ー
グ
南
部
地

区
連
盟
に
所
属
す
る
二
十
三
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
当
日
、
村
田
さ
ん
は
元
大
洋
、
巨

人
外
野
手
の
屋
鋪
要
さ
ん
と
と
も
に
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
走
塁
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
な
ど
を
実
演
し
な
が
ら
指
導
。

子
ど
も
た
ち
は
、
間
近
で
見
る
プ
ロ

野
球
の
選
手
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
村
田
さ
ん
が
時
折
見
せ
る

豪
快
な
「
ま
さ
か
り
投
法
」
に
は
、

会
場
に
集
ま
っ
た
参
加
者
約
百
五
十

人
か
ら
歓
声
や
拍
手
が
沸
き
起
こ
る

な
ど
、
ド
ー
ム
内
は
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

野
球
少
年
　
プ
ロ
の
技
に
釘
付
け 

　
市
茶
業
振
興
会
主
催
の
荒
茶
品
評

会
が
五
月
二
十
三
日
、
さ
つ
ま
日
置

農
協
茶
加
工
施
設
（
伊
集
院
町
飯
牟

礼
）
で
行
わ
れ
、
生
産
者
の
部
に
二

十
七
人
、
加
工
者
の
部
に
二
十
五
人

が
出
品
し
ま
し
た
。 

　
品
評
会
で
は
、
末
永
正
清
市
茶
業

振
興
会
長
が
「
今
年
は
霜
の
影
響
で
、

生
産
者
に
と
っ
て
は
苦
労
が
絶
え
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
生
産
・
加
工
技
術
の
向
上
改
善
に

尽
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
県
日
置
農
業
改
良
セ
ン

タ
ー
や
県
経
済
連
茶
事
業
部
、
Ｊ
Ａ

さ
つ
ま
日
置
の
担
当
者
が
、
外
観
や

内
質
（
水
色
、
香
気
、
滋
味
）
な
ど

を
審
査
。
香
気
を
審
査
す
る
た
め
出

品
さ
れ
た
茶
葉
に
お
湯
が
注
が
れ
る

と
、
施
設
内
は
茶
葉
の
い
い
香
り
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

 

　生
産
者
の
部 

一
位
　
池
田
　
建
男
（
伊
集
院
） 

二
位
　
南
　
　
義
孝
（
伊
集
院
） 

三
位
　
沖
　
　
　
広
（
東
市
来
） 

　加
工
者
の
部 

一
位
　
末
永
（
清
）
製
茶
（
伊
集
院
） 

二
位
　
㈲
北
之
園
製
茶
　（
東
市
来
）

三
位
　
㈲
池
田
製
茶
　
　（
伊
集
院
） 

葉
の
香
り
に
包
ま
れ
　
生
産
加
工
技
術
競
う 

野首地区 
運動会 

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
村
田
兆
治（
元
ロ
ッ
テ
投
手
）野
球
教
室 

市
荒
茶
品
評
会 

　
国
民
宿
舎
吹
上
砂
丘
荘
の
レ
ス
ト

ラ
ン
が
こ
の
ほ
ど
、「
菜
寮
月
の
砂
」

と
し
て
装
い
も
新
た
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
イ
ス
席
四
十
八
席
の
ほ
か
お
座
敷

席
も
整
備
。
木
目
で
統
一
さ
れ
た
落

ち
着
い
た
室
内
と
、
吹
上
浜
の
松
林

が
一
体
と
な
っ
た
空
間
が
出
迎
え
ま

す
。 

　
サ
ラ
ダ
と
ド
リ
ン
ク
バ
ー
付
ラ
ン

チ
（
八
〇
〇
円
）
は
地
元
食
材
を
使

っ
て
「
質
、
量
と
も
に
大
満
足
」
と

好
評
で
す
。
ご
家
族
や
ご
友
人
と
、

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

砂
丘
荘
（
二
九
六
‐
二
三
三
〇
）
ま

で
。 

　
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
、

レ
ス
ト
ラ
ン
入
口
は
華
や
か
な
生
け

花
で
彩
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
生
け
花

は
、
池
坊
鹿
児
島
中
央
支
部
の
牧
敬

子
さ
ん
（
苙
岡
）
が
主
宰
す
る
グ
ル

ー
プ
「
花
の
散
歩
道
」
の
メ
ン
バ
ー

十
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
作

品
展
を
兼
ね
て
行
っ
た
も
の
。 

　「
庭
や
野
山
の
花
に
新
た
な
命
を

吹
き
込
む
」
と
い
う
生
け
花
は
、
花

器
か
ら
凛
と
し
た
空
気
を
放
ち
つ
つ
、

優
雅
な
色
合
い
で
来
客
を
も
て
な
し

て
い
ま
し
た
。 

吹
上
産
を
ゆ
っ
く
り
、た
っ
ぷ
り 

吹
上
砂
丘
荘
レ
ス
ト
ラ
ン
改
装 

　
五
月
九
日
、
東
市
来
町
上
床
の
馬

場
口
知
治
さ
ん
の
農
園
で
、
マ
ン
ゴ

ー
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
園
主
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
来
賓
祝

辞
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
収
穫
。
試
食

会
で
は
、
参
加
者
が
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
な
が
ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
馬
場
口
さ
ん
は
「
五
年
目
に
し
て

や
っ
と
他
産
地
と
肩
を
並
べ
る
ぐ
ら

い
の
品
質
と
な
り
、
今
後
い
か
に
日

置
市
の
マ
ン
ゴ
ー
を
Ｐ
Ｒ
す
る
か
が

課
題
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

オ
レ
ン
ジ
色
の
南
国
の
香
り 

マ
ン
ゴ
ー
収
穫
祭 

　
五
月
二
十
一
日
、
ゆ
す
の
里
体
育

館
で
市
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
身
体
障
害
者
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
体
力
の
維
持
増

進
と
機
能
の
回
復
を
図
り
、
身
体
障

害
者
に
対
す
る
正
し
い
認
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
、
今
年
で
二
回
目
と
な
り
ま

す
。 

　
大
会
に
は
約
八
十
人
が
参
加
。

市
内
四
地
域
対
抗
で
行
わ
れ
、

ピ
ン
倒
し
や
輪
入
れ
な
ど
七
種

目
で
競
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
各
地
域
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
精
一
杯
プ
レ
ー
。
優
勝
は
伊

集
院
地
域
と
な
り
ま
し
た
。 

地
域
の
声
援
を
受
け
　
精
一
杯
プ
レ
ー 

第
二
回
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

▲実演しながら指導する村田さん（左）と屋鋪さん（右） 

▲生け花で彩られるレストラン入り口 

木目の室内と吹上浜の松林が調和した空間 ▲
 

情報をお寄せください 情報をお寄せください 社会・体育 産業・経済 



日置市（H18） 県（H16） 国（H15） 

　歯を失う原因の約90％は歯周病とむし歯。若いからといって油断は禁物。15～ 24歳の65％の人が歯周病にかか
っているという統計もあります。歯周病やむし歯になると、口の中に細菌が増えてきます。これをそのまま放って
おくと、ついには細菌が入って全身に広がり、いろいろな病気を引き起こしたり、生活習慣病（心疾患や糖尿病な
ど）を悪化させたり、早産や低出生体重児の出産につながることがあります。 
　乳幼児期からの歯の健康づくりが大変重要です。 
　市においては、乳幼児の歯科検診や成人の歯周疾患検診（平成19年度では10～ 11月に実施予定）などを実施し
ております。乳幼児のむし歯の有病率は年々減少傾向にありますが、国と比較するとまだまだ高い状況です。 
　「生涯現役で豊かな人生」をめざすためにも、歯の健康づくりに取り組んでいきましょう。 

日置市の現状 
～H18年度の歯周疾患検診の結果より～ 

受診者の約85％の方が何らかの異常所見がみられました。 

～幼児の歯科検診の結果より～ 
１歳半から３歳にかけてむし歯が４倍以上増加。仕上げ磨
きやおやつのとり方（だらだら食べ）に注意が必要。 

①ゴーヤは縦半分に切って種とわたを
除き、薄切りにする。そして、塩を
ふってしばらくおき、手でもんで水
洗いし、水気を切る。 

②ピーマンとセロリは千切りにする。 
③ハムは短冊切りにする。 
④鍋に油を熱して①②を炒め、おから
とハムを加えてさらに炒める。 

⑤卵を割りほぐし、それを鍋にまわし
入れ、調味料と酒を加えて混ぜる。 

 
 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

２
月
受
付
分
（
敬
称
略
） 

上
山
　
　
駿
　
　
直
輝
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
１
区 

５
月
受
付
分
（
敬
称
略
） 

並
松
　
　
聖
　
　
正
剛
　
　
飯
牟
礼
上 

徳
重
　
結
愛
　
　
翔
　
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
１
区 

　
留
妃
菜
美
　
　
徳
　
　
　
妙
円
寺
１
・
４
区 

田
村
　
真
乙
　
　
明
　
　
　
郡
内 

弓
削
き
ら
ら
　
　
剛
　
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
２
・
３
区 

濱
田
　
和
輝
　
　
隆
二
　
　
徳
重
東 

馬
場
　
彪
雅
　
　
隼
人
　
　
寺
脇 

宇
都
　
優
花
　
　
英
寿
　
　
朝
日
ヶ
丘 

中
園
　
華
世
　
　
孝
太
郎
　
瀬
戸
内 

川
上
　
真
鈴
　
　
健
太
郎
　
郡
上 

中
敷
領
乙
葉
　
　
亨
一
　
　
徳
重
東 

上
薗
　
蓮
音
　
　
友
紀
　
　
妙
円
寺
１
・
４
区 

押
川
　
真
奈
　
　
治
　
　
　
妙
円
寺
１
・
４
区 

茶
圓
　
涼
太
　
　
秀
人
　
　
猪
鹿
倉 

馬
場
　
玲
奈
　
　
隆
之
　
　
向
江
町 

北
山
　
佳
恵
　
　
哲
也
　
　
妙
円
寺
６
区 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

松
山
　
茉
央
　
　
勝
彦
　
　
梅
木 

木
下
　
　
暖
　
　
勇
喜
　
　
元
湯 

水
澤
　
遙
音
　
　
堅
一
　
　
荻 

中
村
　
温
仁
　
　
義
昭
　
　
平
迫
比
良 

萩
原
　
聖
己
　
　
貞
明
　
　
城
之
町
上 

下
池
　
投
夢
　
　
真
　
　
　
田
之
湯 

大
庭
　
基
生
　
　
健
太
郎
　
元
湯 

近
藤
　
琉
希
　
　
健
二
　
　
下
養
母 

中
村
　
空
偉
　
　
雄
一
　
　
元
湯 

東
　
　
奈
央
　
　
純
一
　
　
中
央 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

冨
ヶ
原
佳
乃
　
　
隆
司
　
　
熊
野 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

丸
山
　
元
煕
　
　
元
久
　
　
坂
元 

松
澤
　
正
幸
　
　
正
仁
　
　
西
宮
内 

有
馬
　
由
華
　
　
政
美
　
　
苙
岡 

井
上
　
由
莉
　
　
尚
　
　
　
東
本
町 

越
智
　
稟
人
　
　
由
史
　
　
新
川
原 

   

５
月
受
付
分
（
敬
称
略
） 

 

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

末
永
　
輝
志
　
　
64
　
　
猪
鹿
倉 

黒
江
　
征
夫
　
　
91
　
　
天
神
馬
場 

吉
留
　
繁
　
　
　
72
　
　
飯
牟
礼
下 

柿
内
　
ム
ラ
　
　
90
　
　
下
土
橋 

久
木
野
々
繁
男
　
88
　
　
久
木
野
々 

黒
岩
　
妙
子
　
　
57
　
　
妙
円
寺
６
区 

　
留
　
義
治
　
　
65
　
　
妙
円
寺
１
・
４
区 

　
松
萬
里
子
　
　
73
　
　
上
神
殿 

弓
塲
　
高
夫
　
　
81
　
　
竹
之
山 

松
尾
　
勝
志
　
　
48
　
　
上
土
橋 

栫
　
　
キ
ワ
　
　
92
　
　
中
川 

泉
　
　
雅
子
　
　
60
　
　
妙
円
寺
１
・
４
区 

窪
田
　
正
人
　
　
55
　
　
麓
東 

加
治
木
盛
義
　
　
82
　
　
瀬
戸
内 

右
田
喜
代
子
　
　
67
　
　
猪
鹿
倉 

潟
山
　
禎
二
　
　
91
　
　
飯
牟
礼
下 

宮
　
　
ハ
ツ
　
　
77
　
　
麓
東 

松
元
　
ミ
子
　
　
82
　
　
下
土
橋 

大
田
　
春
男
　
　
79
　
　
妙
円
寺
２
区 

門
松
　
龍
美
　
　
86
　
　
中
央
通 

福
園
　
博
行
　
　
56
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
２
・
３
区 

松
　
　
　
誠
　
　
79
　
　
城
山 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

久
保
　
重
善
　
　
82
　
　
荻 

池
田
ア
キ
ノ
　
　
83
　
　
上
伊
作
田 

中
島
レ
イ
子
　
　
65
　
　
坂
之
上
下 

日
高
　
敏
雄
　
　
59
　
　
柿
之
迫 

　
重
　
清
巳
　
　
73
　
　
梅
木 

田
淵
　
壽
枝
　
　
93
　
　
元
湯 

吉
村
　
　
枝
　
　
84
　
　
田
之
湯 

安
樂
フ
サ
ヱ
　
　
92
　
　
駅
前 

園
田
　
ヨ
シ
　
　
78
　
　
高
塚
西 
 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

宮
下
　
テ
ル
　
　
86
　
　
諏
訪 

小
正
ト
シ
子
　
　
76
　
　
八
幡 

山
口
　
チ
ト
　
　
88
　
　
中
区 

岩
井
田
キ
ミ
子
　
76
　
　
扇
尾 

　
野
　
ユ
キ
　
　
89
　
　
青
松
園 

南
　
　
ト
ミ
　
　
91
　
　
南
区 

樗
木
　
哲
夫
　
　
75
　
　
扇
尾 

軸
屋
　
フ
ミ
　
　
81
　
　
柿
の
谷 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

池
田
　
昌
作
　
　
84
　
　
野
首 

柿
元
ツ
キ
エ
　
　
90
　
　
小
野
馬
場 

後
藤
　
久
子
　
　
81
　
　
下
草
田 

山
之
内
重
昭
　
　
72
　
　
東
宮
内 

久
保
　
典
子
　
　
78
　
　
入
来
浜 

畦
地
マ
ス
エ
　
　
85
　
　
東
宮
内 

　
重
キ
ク
エ
　
　
99
　
　
下
草
田 

　
田
　
キ
ワ
　
　
94
　
　
西
本
町 

宮
野
シ
ヅ
エ
　
　
80
　
　
今
田 

山
下
　
洋
一
　
　
62
　
　
今
田 

　
　
　
し
ゅ
ん
 

 　
　
　
し
ょ
う
 

　
　
ゆ
　
な
 

み
　
な
　
み
 

　
　
ま
　
お
 

 　
か
ず
　き
 

　
　ひ
ゅ
う
が
 

　
ゆ
う
か
 

　
　
か
　
よ
 

　
　
ま
り
ん
 

　
　い
つ
は
 

　
　
れ
お
ん
 

　
　
ま
　
な
 

　
　り
ょ
う
た
 

　
れ
い
な
 

　
　
か
　
え
 

   　
　
ま
　
お
 

　
　
　
だ
ん
 

　
は
る
ね
 

　
は
る
と
 

　
と
し
き
 

　
と
う
　や
 

　
も
と
き
 

　
り
ゅ
う
き
 

　
あ
お
い
 

　
　
な
　
お
 

   　
　
か
　
の
 

   　
も
と
き
 

　
ま
さ
ゆ
き
 

　
　
ゆ
　
か
 

　
ゆ
う
り
 

　
り
ん
と
 

【作り方】 【材料2人分】 
ゴーヤ 
赤ピーマン 
セロリ 
ロースハム 
おから 
卵 
サラダ油 
しょう油 
みりん・酒 

………………………100g 
……………………40g 

…………………………40g 
…………………30g 

…………………………60g 
……………………………１個 

………………小さじ２ 
…………大さじ２/３ 
…………各大さじ１ 

おからゴーヤチュンプル 

45.0 

40.0 

35.0 

30.0 

25.0 

20.0 

15.0 

10.0 

5.0 

0.0

1歳半健診 

3歳児健診 

幼児歯科健診　むし歯保有率 

　
平
成
二
十
年
十
月
に
鹿
児
島
県
で

開
催
さ
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
（
全

国
健
康
福
祉
祭
）
の
た
め
、
市
で
は

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
二
〇
〇
八
日
置
市

実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
五
月
二
十

九
日
、
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
設
立
総
会
お
よ
び
第
一
回
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
六
十
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
芸
術
活
動
・
福
祉
な
ど

の
幅
広
い
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
の
人
が
楽
し
め
る
総
合

的
な
祭
典
。 

　
設
立
総
会
で
は
、
宮
路
市
長
、
県

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
二
〇
〇
八

実
行
委
員
会
灰
床
義
博
事
務
局
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
市
事
務
局
よ
り
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
概
要
と
準
備
経
過

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

設
立
総
会
で
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

二
〇
〇
八
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
さ
く
ら
じ
ま
ん
」
が
応
援
に

駆
け
つ
け
、
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。 

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
一
回
総
会

で
は
、
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
や

運
営
委
員
会
へ
の
委
任
事
項
が
確
認

さ
れ
、
大
西
早
苗
運
営
副
委
員
長
に

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
期
間
中
、
日
置
市
で
は
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
（
東
市
来
総
合
運
動
公
園
）

と
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
伊
集
院
文
化

会
館
）
の
二
種
目
が
開
催
さ
れ
、
各

交
流
大
会
会
場
で
は
、
健
康
づ
く
り

教
室
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
二
〇
〇
八
 

日
置
市
実
行
委
員
会
を
設
立
 

▲ねんりんピックマスコット「さくらじまん」が応援 

　訂
正
と
お
詫
び
　
広
報
ひ
お
き
５
月
号
の

記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と

お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 

Ｐ
７
「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
所
設
置
」

の
表
「
設
置
施
設
の
名
称
と
場
所
」 

　
追
加
　
日
置
市
日
置
地
区
公
民
館 

　
　
　
　
日
置
市
日
吉
町
日
置
３
７
９ 

　
追
加
　
日
置
市
吉
利
地
区
公
民
館 

　
　
　
　
日
置
市
日
吉
町
吉
利
４
３
２
９ 

・
伊
集
院
地
区
公
民
館
所
在
地 

　
誤
　
伊
集
院
町
下
谷
口
１
８
５
７ 

　
　
　
　
　
　
　
← 

　
正
　
伊
集
院
町
下
谷
口
１
８
６
０ 

Ｐ
８
「
東
市
来
総
合
運
動
公
園
内
弓
道
場

完
成
」
の
表
「
弓
道
場
使
用
料
」 

・
一
部
使
用
・
上
記
以
外
の
者 

　
誤
　
一
人
に
つ
き
30
　 

　
　
　
　
　
　
← 

　
正
　
一
人
に
つ
き
50
 

（％） 

８
０
２
０
運
動
推
進
員
の
乳
幼
児
健
診
で
の
風
景 

▼
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高
校
か
ら
続
け
て
い
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。
現
在
は
競
技
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
伊
集
院
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
監
督
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
五
年
に
少
年
団

が
設
立
さ
れ
、
そ
の
翌
年
、
関
係
者
か
ら
の
呼
び
か
け
で
監
督
に
就
任
。
昨
年
は
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
も
設
立
さ
れ
、
現
在
、
二
十
五
人
の
子
ど
も
た
ち
に
週
二
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
指
導
し
て

い
ま
す
。「
少
年
団
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
経
験
者
が
熱
心
に
指
導
し
、
毎
回
の
練
習
前
に
は

指
導
者
間
で
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
話
し
合
う
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
少
年
団
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
年
団
と
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
で
き
た
こ
と
で
、
小
学
生
か
ら
一
貫
し

た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
川
村
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。 

　
少
年
団
で
の
指
導
は
〝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
〞
と
い
う
思
い
か
ら
。

「
今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

は
そ
の
中
の
一
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
教
え
、
子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
好

き
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
」 

　
川
村
さ
ん
は
少
年
団
の
指
導
の
ほ
か
、
所
属
す
る
チ
ー
ム
で
週
二
回
練
習
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
こ
よ
な
く
愛
す
る
川
村
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
〝
無
理
を
し
な
い
〞
こ
と
。「
体
力
に
合
わ
な

い
無
理
な
運
動
は
ケ
ガ
に
繋
が
り
ま
す
。
大
き
な
ケ
ガ
で
こ
れ
か
ら
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
人
生
を

終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
ケ
ガ
に
は
十
分
気
を
付
け
て
い
ま
す
」
と
日
ご
ろ
の
自
己
管
理
も
怠

り
ま
せ
ん
。 

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
へ
の
情
熱
を
絶
や
さ
な
い
川
村
さ
ん
。
自
身
の
今
後
の
目
標
は
「
七
十
歳
ま

で
に
も
う
一
度
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
」。
川
村
さ
ん
の
挑
戦
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。 

シリーズ● 25
いきいき 

川村　京子さん〔61歳〕 
伊集院町妙円寺（妙円寺七区自治会） 

●H16 
　伊集院バドミントンスポーツ少年団監督 

かわ　むら　　　きょう こ 

　日吉地域北部を領有していた日置島津家ゆかりの寺で、
城之下自治会にあります。日置島津家二代当主とされ
ている島津忠隣（1569～ 1587）や、赤山靭負（1823～
1850）らの墓があります。 
　忠隣は出水領主島津義虎の子どもで、島津義弘の弟
歳久の養子になり、その後、島津氏と豊臣秀吉が戦っ
た根白坂の戦いで戦死しました。忠隣の子常久は、桂
山寺を父の菩提寺に定め、墓を建てました。 
　赤山靭負は、日置島津家当主久風の次男として生ま
れました。藩の要職を務め、誠実な人柄で人々に慕わ
れたと伝えられています。しかし、島津斉彬の藩主就
任をめぐる政争（お由羅騒動）に巻き込まれ、斉彬を
支持していた靭負は自刃を命じられました。靭負は屋
敷に出入りしていた西郷吉兵衛に、血染めの肩衣を形
見に残しました。このことが吉兵衛の息子吉之助（後
の西郷隆盛）に大きな影響を与えたとされています。
靭負の弟桂久武は、後に家老になり、同僚の小松帯刀
と協力して明治維新に貢献しました。 

〈引用参考文献〉『日吉町郷土史　上巻』 

日
吉
支
所
か
ら
車
で
５
分
。 

（
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
近
く
） 

Access

桂山寺跡（日吉地域） 

『盆　栽』 
馬場口 藤雄さん（90歳） 東市来町養母 

　盆栽講座（講座生 37人）の講師として活動
する馬場口さん。盆栽を始めたきっかけは、自
宅近くの山に自生する立派な松を見てから。見
事な松の姿に感動して以来、昭和 21年から盆
栽を続けています。 
　盆栽は松や杉だけではなく、サツキやウメ、モミジなど
種類も様々。それぞれに手入れ方法も違うので、飽きるこ
とはありません。馬場口さんの盆栽で一番古いものは46年
育てているクロマツ。「植物は動かない生き物なので、毎日
盆栽の状態を見て、根気と愛情を持って育て、思い通りの
盆栽に成長したときが一番嬉しい瞬間です」 

　
私
の
父
母
は
聴
覚
障
害
を
持
っ
て
い
ま
す
。な
の
で
、日
常

生
活
の
会
話
の
ほ
と
ん
ど
は
手
話
で
す
。
私
が
物
心
つ
い
た

時
に
は
、も
う
手
話
で
会
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
あ
る
日
の
母
の
言
葉
で
私
の
夢
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
私
は
小
さ
い
子
ど
も
が
好
き
な
の
で
、保
育
士
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。夢
を
母
に
話
し
た
時
「
そ
う

ね
。保
育
士
も
良
い
け
ど
、手
話
を
生
か
せ
る
仕
事
も
い
い
か

も
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
「
確
か
に
そ
う
だ
な
。こ
う

や
っ
て
誰
で
も
手
話
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
ら
」
と
思
い
、

そ
の
日
か
ら「
ろ
う
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
」
と
夢
が
変
わ

っ
た
の
で
す
。 

　
私
に
は
ま
だ
知
ら
な
い
手
話
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
父
母
の
知
り
合
い
と
会
話
を
す
る
な
ど
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
た
い
で
す
。 

　
そ
し
て
い
つ
か
、手
話
で
子
ど
も
達
に
国
語
や
算
数
を
教
え
て
い

る
私
が
い
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

で
き
る
こ
と
を
生
か
し
て 

伊
集
院
北
中
学
校
三
年
　
上
江
　
　
舞
さ
ん 

か
み

え
　
　
　
　
　
ま
い 

けいざん じ 

ただちか ゆきえ 

よしとら 

としひさ 

市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

坂上　太洋くん（４歳） 

父　誠さん　母　理砂さん 
（日吉町吉利） 

　大きくなったら剣道をしたいとはりきっ
ています。剣道で体力と精神を鍛えて、素
直で元気に育ってほしいです。 

■おじいさんから 

野田　弥愛ちゃん（４か月） 

父　恒一郎さん　母　素子さん 
（伊集院町下谷口） 

　待ちに待ったわが家の天使です。手足を
バタバタさせて笑う姿に、周りのみんなも
笑顔になります。健康に、そして誰にでも
優しく出来る子に育ってね。 

■おとうさん、おかあさんから 

たいよう み ら い 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 


